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（別紙） 

 

●事業の実施結果 

 

１ 大会結果  

 総合時間賞  ＴＳＡＲＥＮＫＯ Ｋｙｒｙｌｏ 

（ＳＯＬＵＴＩＯＮ ＴＥＣＨ ＶＩＮＩ ＦＡＮＴＩＮＩ） 

 

 ポイント賞  ＭＵＬＵＥＢＥＲＨＡＮ Ｈｅｎｏｋ 

（ＸＤＳ ＡＳＴＡＮＡ ＴＥＡＭ） 

 

 山 岳 賞   ＯＤＡ Ｈｉｊｉｒｉ 

（ＭＡＴＲＩＸ ＰＯＷＥＲＴＡＧ） 

 

 新 人 賞   ＬＥＤＥＳＭＡ ＧＡＲＣＩＡ Ｇｅｒａｒｄ 

（ＶＣ ＦＵＫＵＯＫＡ） 

 

 チーム賞   ＳＯＬＵＴＩＯＮ ＴＥＣＨ ＶＩＮＩ ＦＡＮＴＩＮＩ 

 

２ 観客動員数、経済波及効果 

    観客数１０６，５００人、経済波及効果２，７９７，０２０，０００円が算定

されました（株式会社日本政策投資銀行算定）。 

 

３ 地域貢献への取組み 

（１） 地域課題解決プログラムを通じ、次世代を担う若者の地域理解、 

シビックプライドを醸成 

 株式会社マイナビの探求学習プログラム“Ｌｏｃｕｓ”を導入した「マイナ

ビ ツール・ド・九州Ｌｏｃｕｓ」に１４校、３６０名が参加しました。「持続

可能な九州・○○県のために、自分たちは何ができるか？」をテーマに、企業

２９社の協力により各学校に訪問しての講義、意見交換を通じて、地域に対す

る理解を深め、シビックプライドを醸成する取組みを行いました。  

また、株式会社ブリヂストンによる自転車競技のパラリンピアンによる講演

会、第一生命保険株式会社による子ども自転車教室が開催されました。               
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（２）環境負荷低減 

サントリーフーズ株式会社の「サントリー天然水」を大会公式ドリンクとし

てＰＲ、提供することで、地域水資源の活用・保護に取組みました。 

 

  （３）健康増進 

     サイクルスポーツの普及、自転車活用推進計画の推進を目的として大会ＰＲ

も兼ねたファンライドを各開催県及び地域団体と連携して開催しました。 

     また、福岡ステージにおいては九州旅客鉄道株式会社の協力により、大会と

連動したウォーキングイベントを開催しました。 

  

 （４）ＤＸによる事業推進 

     Ｋ－ｒｏｂｏｔ株式会社と地図情報システム（ＧＩＳ）を開発し、コース設

計の効率化を進め、競技車両の位置や交通規制情報を提供しました。会場内キ

ャッシュレス推進のため、株式会社アイティフォーの決済端末を活用しました。 

また、ソフトバンク株式会社の「Ｅｕｔｅｌａｓｔ ＯｎｅＷｅｂ」を利用

し、山間部における映像データ通信を実施しました。 

 

  （５）「令和７年８月豪雨（熊本県） 大分市佐賀関大規模火災」への義援金寄付 

令和７年８月、豪雨により熊本県各地に甚大な被害が生じました。被災地の

復興を支援するため、大会で販売した有料観戦エリア入場チケットの売上金の

うち、１４４，８４７円を熊本県共同募金会に寄付しました。 

令和７年１１月、大分市佐賀関大規模火災により多数の家屋が焼失するなど、

甚大な被害が生じました。被災地の復興を支援するため、大会で販売した有料

観戦エリア入場チケットの売上金のうち、１４４，８４８円を大分県共同募金

会に寄付しました。 

 


